








(皿)自由(自費)診療選択の理由

①年に一度の確定申告ですら難手である身にとって、毎月保険請求事務に要する物理的・

精神的ストレスは想像を絶する。それに要するエネルギーを、純粋に臨床医療のみに費や

したい。

②医師という専門職、即ち Professiona1 への評価が低い現行保険制度では、とにかく頭

数をこなさねば採算がとれず、個々の受診者への時間をかけた丁寧な対応が難しい。

③保険制度に則した場合、医者の知的財産や技術の評価が低く、検査や投薬等の操作によ

る点数計算等、経営面へのメリットが先行し、受診者の負担軽視の傾向になりかねない。

④医療が、コストバランスを考える医業優先になった場合、臨床医療の純粋さが失われる

危険性がある。

⑤自分や、自分の家族が医療施設を受診することを想定した場合、多少の負担はあっても

技術面・施設面・サービス面の充実した、あるいは自身の好みや感性にあった場所を選択

する。

⑥自由(自費)診療での支払いを通して、受診者に、医療と医療費の再検討を啓蒙したい。

ことに医師の資質や、能力及び、経験、経歴の評価を伺す機会にしたい。⑦受診時に、最

初は受診者自身が金額の支払いを負担し、後日還付請求をする変則的保険制度へ移行を期

待して、先発隊的役割を担いたい。

受診時支払いのための一時的立替え、あるいは前借り制度のような柔軟性も、同時併立で

新しい concept として提言出来ればと考えてみた。


